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脾剔 出 後ニ 於 ケ ル 甲 状 腺 ノ組 織 的變 化

殊ニ 其Golgi氏裝 置 ノ變 化ニ 就 テ

岡山醫科大學解剖學敎室(主任上坂敎授)

陶 守 三 思 郎

井 上 留 雄

[昭和6年6月25日 受 稿]

Uber die histologische Veranderung der Schilddruse, besonders uber die 

ihres Golgischen Apparatus nach Exstirpation der Milz.

Von

S. Sumori und T. Inouye.

Aus dem anatomischen Institute der Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kosaka).
Eingegangen am 25. Juni 1931.

Die Verfasser exstirpierten bei Huhnern die Milzen und toteten die Tiere nach ver

schiedenen Lebenszeiten, um ihre Schilddrusen mit Hilfe der Eosin-Hamatoxylin-Farbung 

und der Cajalschen Uransilbermethode zu untersuchen. Folgendes ist das Ergebnis:

5-15 Tage nach Milzexstirpation zeigt die Schilddruse histologisch ein Zeichen der 

funktionellen Steigerung, indem die Follikelepithelzellen sich vermehren und hoher 

werden, wobei ihr Golgischer Apparat sich stark entwickelnd nach unten haufig bis zur 

Zellenbasis sich verbreitet, was am 10-15. Tage nach Operation am deutlichsten zu sehen 

ist. Vom 30. Tage nach Operation an fallt aber die Schilddruse allmahlig einer regres

siven Veranderung anheim. Diese Veranderung tritt am 45-60. Tage nach Operation 

sehr deutlich in die Erscheinung, indem die Follikelepithelzellen stark ihre Hohe ver

mindern und ihr Golgischer Apparat in den Hintergrund tritt. Der letztere stellt sich 

meistens nur als wenige kurze Stabchen oder Kornchen dar, oder verschwindet sogar 

ganz und gar. Die anfangliche Funktionssteigerung ist darauf zuruckzufuhren, dass mit 
Entfernung der Milz ihre hemmendende Wirkung auf die Schilddruse beseitigt worden 

ist, wahrend die spatere Ruckbildung wahrscheinlich darauf die ursachliche Beziehung 

hat, dass durch Entfernung der Milz die antagonistische Wirkung der Schilddruse auf 

jenes Organ allmahlich unnotig wird. (Kurze Inhaltsangabe).
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第1章　 緒 言

近來内分泌學 ノ旺盛 ナルニツレ各種内分泌腺間ニ於ケル機能上相互的關係 モ漸次明瞭 トナル

ニ至 レリ,就 中甲状腺 ノ機能ニ關 スル業績ニ至 リテハ枚擧ニ遑 アラズ.一 方脾臟 ニ内分泌的機

能 ト認 メラルルモノアルガ如 シト雖 モ其分泌物 ガ如何ナ ル作用ヲ有 スルモノナ リヤハ未ダ全ク

不明ニ屬 セリ.然 レドモ甲状腺 ト脾臟 トガ頡頏的作用ヲ有スルハ次 ノ事實ニヨリテ略ボ推知 ス

ルヲ得ベシ.

Bernノ 生理學者Asher氏 ノ敎室 ヨリ甲状腺 ト脾臟 トノ間ノ頡頏的作用ニ 關スル業績 ヲ初メ

テ發表 セリ.即 チStreuli氏 ハ甲状腺ヲ剔出セル白鼠ハ酸素缺乏ニヨク堪ヘ 得 ルモノナレドモ

更 ニ其脾臟 ヲ剔出スレバ酸素缺乏ニ對 シ正常動物 ト同樣 ニナル ト. Stampfli氏ニ 據 レバ海〓 ノ

脾臟 ヲ剔出ス レバ暫時ハ酸素缺乏ニ對 シテ鋭敏 ニナル ト.尚 ホ又造血作用及ビ新陳代謝ニ關 シ

テモ,兩 器臟 ノ間ニ頡頏 作用アリト見做 セルモノ多 シ.即 チ造血作用ニ就テハ山田氏 ノ 「トロ

ンビン」ニ 關スル報告. Du-bois氏 ノ血液再生ニ關スル報告ヲ初 メトシ, Nakso氏 等 ノ研究 ア

リ. Nakso氏ハ 家兎ニ 「ヘマトポェチン」ヲ注射 シテ瀉血後 ノ血液再生ノ状態ヲ檢 シ,或 ハ 「ヌ

ク レイン」曹達ニテ骨髓ヲ刺戟 シ白血球增 多症 ヲ惹起 セシメ之等 ノ場合ニ於クル骨髓ニ對 スル

甲状腺 ト脾臟 トノ關係ヲ檢 シ甲状腺ハ骨髓 ノ機能ヲ亢進 セシメ脾臟 ハコレヲ抑壓セシムル作用

ア リト云ヘ リ,次ニ 新陳代謝ニ就 テハDanoff氏 ハ白鼠ノ呼吸作用ヲ檢 シ,脾臟 ハ之ヲ抑制 シ甲

状腺 ハコレヲ亢進 セシム ト報告セリ.

Hauri氏ニ 據 レバ脾 ヲ剔出セシ家兎ノ室温ニ於ケル水分及 ビ炭酸瓦斯 ノ排泄量ハ增大スルモ

甲状腺 ヲ剔出セシモノニテハ其減少 ヲ見ル ト.然 レドモ甲状腺 ヲ剔出セシモノニ於テ更ニ脾臟

ヲモ剔出 スル トキハ一時減少セシ水分及 ビ炭酸瓦斯 ノ排泄 量ハ再 ビ增加 スルガ故ニ脾臟 ト甲状

腺 トハ互ニ頡頏的作用 ヲ有 ス ト論ゼリ. Dietiker氏 ハ水分新陳代謝ニ關 シ甲状腺 ト脾臟 トノ關

係ヲ檢 シ,脾 ヲ剔出セシ動物ノ水分失調 ハ著 シク,殊 ニ動物 ヲ低壓高温 ノ下 ニ置クトキハ一層

著明ナリ.然 レドモ更ニ甲状腺 ヲ剔出スレバ亢進 セル水分代謝ハ正常ニ復歸スルヲ認 メタ リ.

高橋氏ハ白鼠ニ於 テ脾臟 ヲ剔出 セシニ動物 ハ甲状腺劑ニ對 シテ非常ニ鋭敏ニシテ其新陳代謝著

シク亢進スルヲ確 メ,脾臟 ト甲状腺 トハ互ニ頡頏的ニ作用ス ト云ヘリ.
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更 ニ種々ナル方面ヨリ脾臟 ト甲状腺 トノ相互關係

ハ近來益 々精密ニ研究セラルルニ至 レリ.即 チ含水

炭素新陳代謝 ニ關シテハ千野,村 尾兩氏ハ家兎ニ於

テ,宮 村氏ハ冬眠ノ「ガマ」ニ於テ,肝 臟 ノ「グリコ

ゲーン」ハ脾剔出後 ニ減量 シ之ニ反 シ甲状腺剔出後

ニハ增加スルモノニシテ兩者ヲ同時ニ剔出ス レバ著

變ナシト云ヒ,又 小室氏ハ「アドレナ リン」ノ血糖ヲ

上昇セシムル作用ハ脾剔出ニヨリ催進サ レ甲状腺剔

出ニヨリテハ却テ抑制セラル.之 ニ反シ 「イ ンス リ

ン」ノ血糖ヲ下降セシムル作用ハ脾剔出ニ由テ抑制

セラレ甲状腺剔出ニ由テ促進セラル ト云ヘリ.田 中

氏ハ血中ノ含水炭素新陳代謝ノ中間産物タル乳酸 ヲ

測定 シテ甲状腺 ト脾臟 トノ頡頡作用ヲ確メ,中 澤氏

ハ蛋白新陳代謝ニ關シ家兎ニ於テ實驗シ脾剔出ハ血

清及ビ諸臟器中ノ殘餘窒素及ビ尿素ノ增加ヲ來シ,

甲状腺剔出ハ其減少ヲ起スノ傾向アリ,兩 者ヲ同時

ニ剔出スレバ共增 減僅ニシテ殆 ド平常價ヲ保ツモノ

ニシテ即チ甲状腺ハ蛋白ノ新陳代謝ヲ促進セシメ脾

臟ハ之ヲ抑制スルノ意味ニ於テ互ニ頡頏的ニ作用シ

蛋白代謝 ヲ調節ス ト云ヘリ.前 田氏モ脾剔出或ハ脾

及ビ甲状腺ノ剔出ヲ行ヒシ家兎ニ於テ諸臟器 ノ組織

呼吸ヲ檢シ兩器臓 ノ互ニ頡頏的關係ヲ有スル認メ,

森氏ハ臟器 ノ「オキシダーゼ」反應ヨリ組織内新陳代

謝 ヲ窺 ヒ,甲 状腺 ト脾臟 トハ互ニ頡頏的作用アルヲ

知 リ,西 村氏ハ幼若動物ノ骨發育及ビ動物ノCa新

陳代謝ニ對 シテ脾臟 ト甲状腺 トハ互ニ頡頏作用アル

ヲ述ベ,兩 器 ノ剔出ハ其影響相消殺シテ血中Caノ

増加著シカラズト云ヒ,上 野氏ハ甲状腺ヲ剔出シ或

ハ更ニ脾ヲモ剔出セシ家兎ニ於テ血液ノ諸性状ヲ檢

シテ,兩 器間ニ頡頏作用アルヲ確メ,祝 氏ハ脾臟剔

出後血小板 ノ增加 ヲ,甲 状腺剔出後ニハ其減少ヲ見

タリト云ヘリ.

綱島氏ハ脾臟部ニ「レントゲン」照射 ヲ施 シ銀「エ

レクロイ ド」ヲ注入 シ,又 ハ甲状腺剔出ヲ行 ヒ或ハ

兩者ヲ同時ニ剔出 シタル後Kottmann氏 反應,赤 白

血球數竝ニ血色素量,血 小板數,赤 血球沈降速度等

ヲ檢 シ兩器間ニ頡頏的作用アルヲ確 メ,又 糟谷,得

能兩氏ハ犬ニ就キ脾臟剔出後ニ血清「コレステ リン」

量ヲ測定 シ,其增 加スルヲ認 メ,坂 井氏ハ脾剔出 ノ

赤血球滲透性抵抗 ニ及ボス影響ヲ檢 シ,其增 強ヲ認

メ,山 本氏ハ脾ヲ剔出セシ家兎ニ就キ赤血球數,血

小板數,血 色素量,血 液酸素量竝ニ血液凝固時間等

ヲ檢 シ各々甚ダ有益 ナル研究 ヲ遂ゲタ リ.

以上ハ主 トシテ新陳代謝學,血 液學,血 清免疫學方面ノ研究 ニシテ組織學的方面ヨリ研究 セ

シモノハ單ニ二三氏 ヲ數 フルノミ.殊 ニ脾臟剔出後ノ甲状腺Golgi氏 裝置ノ變化 ニ就テハ之ヲ

檢索 セシモノアルヲ聞カズ.是 レ余等ガ本研究ヲ企テシ所以ナ リ.

第2章　 文 獻

a) 脾 ヲ剔出セシ動物 ニ於 ケル甲状腺ノ組織的變化ニ關スル文獻

辻氏ハ甲状腺ノ分泌状態ニ隨伴スル其變化ニ就テ

次ノ如 ク云ヘルガ余等モ之ニ賛スルモノナリ.

1) 甲状腺 ノ大サ及ビ重量

甲状腺機能亢進ハ其大サ及ビ重量 ノ增加ヲ伴フモ

ノナル事ハKocher氏 ガBasedow氏 病1200例 ニ例

外ナシトセルヲ見テモ明ナ リ.然 レ共重量增加ハ必

ズシモ機能亢進ヲ伴フモノニアラザルハ勿論ナリ.

2) 甲状腺 ノ組織的變化

甲状腺 ノ上皮細胞 ノ機能 ヲ3種 ニ分ツ.

1) 膠樣物質ノ形成

2) 其貯藏

3) 其分泌
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之等ノ機能ガ其均衡ヲ失スル時ハ種 々ノ障碍 ヲ

呈ス.

貯藏盛ナル時ハ臚胞ハ擴大 シ濃厚 ノ膠樣物質 ヲ以

テ充 タサ レ上皮細胞ハ小且扁平 トナルモノニシテ所

謂腺 ノ休止状態ヲ呈 シ腺 ノ機能ハ稍々低下ス(「コロ

イ ド」甲状腺腫).之 ニ反 シ分泌盛ナル時ハ膠樣物質

ハ融解 シ又ハ稀薄 トナリ上皮細胞ハ肥大シ圓柱状 ト

ナリ且增殖ス(Basedow氏 病 甲状腺腫).但 前者ハ後

者 ノ準備状態 トナリ得ルモノトス.然 レドモ上皮細

胞ガ萎縮,變 性シ又ハ壞死スルトキハ腺 ノ機能ハ脱

落スルモノナリ(粘 液水腫).

西村氏ハ脾ヲ剔出セシ白鼠13頭 ニ就キ術後30日

乃至220日 ニ甲状腺 ノ組織的變化ヲ探査セシニ一般

ニ臚胞ハ大ニシテ不正形ヲ呈セルモ少數例 ニ於テハ

臚胞ノ一部ハ却テ縮小シ殆 ド其原形 ヲ認ムル能ハザ

ルモノアリ.而 シテ臚胞 ノ大ナルモノニアリテハ膠

質濃厚 ニシテ充滿セルモ臚胞縮小セルモノニアリテ

ハ膠質稀薄ナルカ或ハ殆 ド全ク消失セ リ.

上皮細胞ハ一般ニ單層ニシテ扁平或ハ橢圓形ヲ呈

シ時 トシテハ膠質内ニ脱落セル事ア リ.細 胞核モ多

クハ扁平ニシテ殊ニ縮小臚胞ニ於テハ濃染 シ 「ピク

ノーゼ」 ノ状ヲ呈 シ或ハ汚染セルモ ノアリ.腺 ノ間

質ハ增加 シ其度著シキモノアルヲ見ル.全 例ヲ通ジ

腺ハ血管ニ乏 シ.即 チ各例 ノ甲状腺ハ總ベテ機能低

下ノ像ヲ示シ甚ダシキモノハ萎縮或ハ變性ヲ來セ リ

ト.

上野氏ハ脾ヲ剔出セシ9頭 ノ家兎ニ就キ(術 後30

日乃至60日 生 活セシモノ)西 村氏同樣甲状腺 ノ變

化ヲ檢セシニ同腺ハ術後30日 ヲ經過セルモノニア

リテハ一部ハ機能低下ノ像ヲ呈 スルモ一部ハ却テ剌

戟サ レタル状ヲ示シ. 45日 乃至60日 經過セルモノ

ニテハ已ニ明カニ機能低下ノ像ヲ示 シ輕度乍ラ萎縮

セルモノスラア リト.

b) 甲状腺Golgi氏 裝置ニ關 スル文獻

甲状腺Golgi氏 裝置 ノ研究ニ關シテハNegri, Kol

ster, Cowdry,石 丸氏等ノ業績アリ.

Negri氏(1900)ハ 猫 ニ於テ臚胞腔ニ面セル原形質

中ニ網状物 ヲ見 シモ分泌機能ニハ何等ノ關係ナシト

云ヘリ.

Kolster氏(1913)ハ 之 ニ反シ獨 リ甲状腺ノミナラ

ズ諸種 ノ腺臟器ニ裝置ノ存在ヲ證明シ腺ノ機能靜止

期 ト旺盛期 トニ於テ著シキ形態學的變化アルヲ認メ

分泌機轉 トノ間ニ特別ノ關係ナカル可カラズト想像

セ リ.

Cowdry氏(1922)モ 亦最近海〓 ニ於テ網状裝置ヲ

認メ其形態 ノ種々ナルヲ見テ裝置ハ細胞機能ニ親密

ノ關係ヲ有スルヲ力説 セ リ.氏 ハ更ニ該裝置 ノ種々

ナル位置ニ著眼シ甲状腺細胞ニアリテハ前2氏 ノ云

ヘル如ク常ニ臚胞腔 ニ向ヘル部分ニノミ存スルモノ

ニ非ズシテ屡々細胞體ノ基底部ニモ存在スル事ヲ指

摘シ之ヲ以テ細胞 ノ分泌極ノ表示 ト見做シ甲状腺細

胞 ノ分泌極ハ雙極性ニシテ分泌物ハ營ニ臚胞腔ニ向

ッテ排泄セラルル ノミナラズ又基底部ヨリモ直接ニ

淋巴管中ニモ排除セラルルモノニシテ細胞基底部ニ

之ヲ見 ル事少キハBensley氏 ノ所謂direkt modeニ

依 リテ直ニ淋巴管腔ニ排泄セラルルヨリモindirekt 

modeニ ヨ リ多クハ先ヅ臚胞腔ニ貯藏セラルルガ爲

メナリト云ヘリ. Courrier氏(1922)モ 亦此説ニ賛

セリ.

Cramer u. Ludford氏(1926)ハ 外 氣ノ温度ノ變化,

甲状腺飼養及ビ β-Tetrahydronaphthylamin注 射 ニ

ヨリテ甲状腺ノ機能ヲ增減セシメGolgi氏 裝置 ノ變

化ヲ觀察シタルガ裝置ハ細胞休憩時ニテハ簡單ノ状

ヲ呈シ活動時ニハ增大 シ且顆粒状ニ崩壊スルコトヲ

認メタリ.

石丸氏(1926)ハ 家兎甲状腺ニ於テGolgi氏 裝置 ヲ
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檢セシガ該裝置病主 トシテ核 ト臚胞腔 トノ間又ハ核

ノ側方ニ網状物 トナツテ存在 シ極 メテ簡單或ハ稍 々

複雜 ノ状ヲ呈スルモ屡々分枝 シテ上方ニ延長シ臚胞

腔ニ達 シ或ハ側方ニ延ビテ細胞境界ヲ越エ隣在細胞

ノモノ互ニ相連繋 シ,或 ハ又細胞基底部ニ達セルコ

トアリ.斯 クノ如 ク裝置ノ成分ハ一種 ノ分泌物 トシ

テ直接又ハ間接(細 胞間小管ヲ介シテ)ニ 上方臚胞

腔又ハ下方間質血管ニ排泄セラルルモコノ分泌物ハ

Kornchenト シテ出現スル「コロイド」トハ別種ノモ

ノナリト云ヘリ.

又石丸氏ハ家兎ニ於テ甲状腺 ノ3/4ヲ剔 出シ術後12

時間乃至18日 ヲ經テ殘存甲状腺ノGolgi氏 裝 置ヲ檢

セリ.今 其業績 ノ要點 ヲ略述センニ手術後裝置ヲ組

成セル所謂Golgi物 質ハ次第ニ增加 シ裝置ノ形状ハ

複雜トナリ平時 ト反 シ核 ト臚胞腔 トノ間ヨリモ寧ロ

細胞基底部ニ向ツテ蔓延ス.氏 ハ之ヲ細胞機能亢進

ノ徴 トナシ手術後次第ニ強ク現ルルモ15日 ヲ經過セ

バ裝置 ノ位置及ビ形状ハ共ニ常態ニ復スト.而 シテ

氏ハ裝置ガ細胞基底部ニ向ツテ蔓延スルハ機能亢進

ノ徴ニシテGolgi物 質 ガ直接ニ主 トシテinterstitielle 

Gefasseニ 向 ッテ排除セラルルヲ證スルモノナリト

云ヘリ.

村上氏ハ健常 ノ成熟犬ニ就キ兩側甲状腺ノ上1/4部

及 ビ外上皮小體ヲ殘シ他ヲ全部切除 シ之ヲ對照材料

トシ殘存部ハ手術後3日10日20日30日40日 及ビ

60日 ヲ經テ切取シ兩者 ノGolgi氏 裝 置ヲ檢セ シガ裝

置ノ位置ハ殆 ド常ニ核 ト臚胞腔 トノ中間ニ存在スル

ヲ見クリ.而 シテa)對 照 ニ於ケル主細胞ハ染性顆

粒及ビ空胞ヲ殆 ド有セザル機能休止 ト思ハルル時期

ニテハ簡單ノ絲條ヨリナル裝置ヲ有スルモ顆粒發現

ノ初期ニハ絲條延長 シ著明ニ迂走 シ其旺盛期ニハ却

ツテ稍々萎縮 シ集合 ノ傾向ヲ示ス.更 ニ空胞即チ分

泌物豊滿ノ時期ニテハ索條益 々密集シテ纒絡 シ絲毬

状ヲ呈スルニ至ル.此 ノ如 ク主細胞ニ於テハ分泌機

能ニ伴ヒ裝置ハ種々 ノ形態的變化ヲ招來スルヲ以テ

觀レバGalgi氏 裝 置ガ細胞機能ニ對 シ必要 ノ關係ヲ

有スルハ毫モ疑ヲ容 レザル所ナレドモ,其 詳細 ノ點

ハ未ダ判明セズ.恐 ラクハ裝置顆粒 ノ發育ニ殊ニ關

係 アルナラン.之 ニ反シ「コロイ ド」細胞ニテハ裝置

ハ殆 ド一定 ノ形態ヲ保 チ常ニ集合シテ小黑塊 トシテ

出現セルヲ見ル.コ レ「コロイド」細胞ハ主細胞ニ比

シ其作用上裝置ノ助ヲ要スルコト少ナキニヨルナラ

ンカ. b) 殘存甲状腺ニ於テモ大約上記 ノ如キ變化

ヲ認ムルモノニシテ裝置 ノ絲條ハ著シク長大 トナ リ

肥厚ス.此 状ハ手術後10日 乃至20日 ノ間ニ最モ著

明ニシテ且此期間ニハ主細胞ハ最モ高度ニ增加增大

スルヲ見ル.即 チ殘存甲状腺 ノ機能ガ代償性ニ亢進

スルニヨルモノナリ. Cowdry氏 及 ビ石丸氏ハ裝置

ノ分枝ハ永 ク延長シテ其一端ハ臚胞腔或ハ細胞基底

端 ニ達 シ又側方ニ向テハ細胞境界ニ至レルモノアル

ヲ認 メタレドモ村上氏ハ殆 ド常ニ核 ト臚胞腔 トノ中

間ニ裝置ヲ認 メ未ダ嘗テ細胞基底部ニアルヲ見ズ ト

云ヘリ.

山下氏ハ正常白鼠甲状腺ノGolgi氏 裝 置ニ關シ次

ノ如ク云 ヘリ.即 チ裝置ハ常 ニ核 ヨリ上方ニ於テ環

状 ノ絲状物 トナツテ存在シ柱状細胞 デハ發育シ複雜

ノ状 ヲ呈 シ小ナル扁平細胞ニテハ發育不完全ニシテ

簡單 ノ状ヲ呈スト.

更 ニ同氏ハ諸種 ノ植物神經毒ヲ用ヒテ白鼠甲状腺

ノGolgi氏 裝 置ノ變化ヲFano氏 法 ニテ檢セシガ裝

置ハ分泌亢進 ト思ハルル諸例ニテハ其量增加シ構造

複雜 トナリ著 シク分枝 シ其細胞底面ニ迄近ヅケルモ

ノアルヲ見ルモ分泌減退 ト思ハルル諸例ニテハ裝置

ノ構造ハ簡單ニシテ桿状乃至顆粒状ノモノ多ク分枝

セルモノ稀ニシテ且核 ヨリ上方ニ局在セ リ.故 ニ本

裝置ハ甲状腺分泌 ト或ル關係ヲ有スルモノナレ ドモ

裝置ノ成分ヲ分泌物ト見做スハ稍 々早斷 ト思考スト

發表セリ.

田中氏ニ據 レバ甲状腺 ノ裝置ハ核 ヨリ上方ニ存在

スルコト最モ多キモ時 トシテハ核 ヲ覆ヒ或ハ其側方
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ニ位シ或ハ全ク細胞 ノ基底部ニアル事アリ.而 シテ

構造ハ比較的簡單ニシテ特ニ扁平ナル上皮細胞 ニ於

テハ裝置モ微小ナリ.骰 子形又ハ圓柱形細胞ニ於テ

ハ細胞ノ高サニ比例 シ裝置ハ複雜トナ リ上面ヨリ見

レバ概ネ花冠状ヲ呈スト.

第3章　 實驗材料竝ニ實驗方法

實驗動物 トシテハ同胞 ノ鷄兒(體 重500-700g)ヲ

用 ヒ麻醉ヲ用ヒズシテ脾臟剔出ヲ行ヒ或ハ對照 トシ

テ開腹 ノミヲ行ヒ夫々同一條件 ノ下ニ飼育 シ5日10

日15日30日45日60日 後 空氣栓塞ニヨリテ致死セ

シメ直チニ甲状腺ヲ剔出シCajal氏 法及ビ 「ヘマ ト

キシリン.エオジン」染色ヲ施 シ標本 ヲ製作セリ.又

必要ニ應 ジテ連續 切片ヲ製作セリ.

第4章　 實 驗 成 績

對 照 所 見

裝置ハ通例核 ト臚胞腔 トノ間,時 トシテハ核 ノ側

方稀ニ細胞 ノ基底部ニ存在ス.而 シテ眞直ニ横在シ

或ハ内方若シクハ外方ニ向テ彎曲セルヲ見ル.其 粒

子モ棒状或ハ顆粒状ニシテ其全體ハ小塊状 トナツテ

顯 レ或ハ網工ヲ造レルモノアリテ某形ハ一定セズ.

脾 ヲ剔 出 セ シモノノ所 見

術後5日 目ノモノ(體 重術前590g

屠殺時500g)

臚胞 ノ大サ,數 ハ殆 ド尋常ニシテ形状モ圓形,橢

圓形ノモノ多 ク不正形ノモノハ少 シ.大 ナル臚胞ハ

概 シテ腺ノ表層ニ存 シ小ナルモノハ中央部ニア リ.

比 較的濃厚 ノ「コロイド」ヲ含 ミ其上皮細胞ハ增數

シ短柱状又ハ骰子状ヲ呈 シ核ハ球状又ハ横橢圓形ナ

リ.

上皮細胞 ノ裝置ハ核 ト臚胞腔 トノ間ニ存 スルモノ

未ダ多 シト雖モ核 ノ側方或ハ細胞基底部ニアルモノ

増加 シ且著シク發育シ大ナル網工ヲ造 リ分枝亦著明

ニシテ細胞 ノ遊離縁基底及ビ側界 ニ向テ延長シ甚ダ

シキハ之ニ達セルモノアリ.

脾剔出後10日 目ノモノ(體 重術前570g

屠殺時500g)

裝置 ハ術後5日 目ノモノヨリモ發育セルモ其位置

形状ハ5日 目ノモノト大同小異ナ リ.然 レドモ裝置

ノ一部ハ顆粒状ニ分割 シ臚胞腔 ニ向ヒテ溢出セ ント

セノレガ如キ状ヲ呈セ リ.

脾剔出後15日 目ノモノ(體 重術前580g

屠 殺時500g)

臚胞 ノ大サ竝ニ數ハ稍 々尋常ニシテ圓形,橢 圓形

ノモノ多ク,不 正形ノモノ少シト雖モ其排列ノ状ハ

平時 ト異 リ腺中央部ニモ大ナル臚胞ヲ見ル.上 皮細

胞ハ肥大シテ增數シ短柱状又ハ骰子状ヲ呈 シ其核ハ

球形又ハ横橢圓形ナリ,比 較的小ナル 臚胞内ノ 「コ

ロイド」ハ稀薄ニシテ大ナル空胞ヲ有セ リ.裝 置ハ

術後10日 目ノモノヨリモ一層發育 シ大ナノセ網工 ト

ナ リテ顯 レ核ノ側方又ハ細胞ノ基底部ニ至 レルモ ノ

著シク增加セリ.或 ル臚胞ニ於テハ此者核 ト臚胞腔

トノ間ニ存スルモノヨリモ多キヲ見 タリ.而 シテ裝

置 ノ顆粒状分割ハ益 々著明ニ顯レ裝置ハ盛 ンニ活動

セ ル ガ如 キ状 ヲ呈 セ リ.

脾剔出後30日 目ノモノ(體 重術前660g

屠 殺時680g)

臚胞 ノ數ハ普通ナルモ大サハ大小不同ニシテ其排

列 ノ状平時ト異ナレリ.形 状ハ橢圓形ノモ ノ多ク巨

大 ノモノハ不正形 ヲ呈セリ.上 皮細胞ハ肥大シ骰子

形,短 圓柱形 トナリ,臚 胞内ノ「コロイ ド」ハ稍々濃

厚 ニシテ臚胞腔 ヲ充滿セルモ大ナル空胞ヲ有セルモ

ノモア リ.
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裝置ハ術後15日 目ノモノヨリ遙 ニ退化シ其大多

數ハ核ト臚胞腔トノ間ニ存在セ リ.構 造ハ尚ホ網状

ヲ呈セルモ簡單 トナリ顆粒状分解現象ハ幽微 トナリ

裝置ハ寧ロ靜止 ノ状ヲ示セリ.

脾剔出後45日 目ノモノ(體 重術前640g

屠殺時760g)

臚胞 ノ數ハ異常ナキモ大サ前者ヨリモ一層著 シク

不同 トナ リ其排列モ不規則ニシテ啻ニ腺 ノ表部 ノミ

オラズ中央部ニモ巨大ナルモノアリ.形 状ハ橢圓形

ノモノ多 ク巨大ノモ ノハ不正形ナリ.上 皮細胞ハ小

ニシテ扁平,核 亦扁平ナ リ.臚胞内ニハ濃厚ナル「コ

ロイ ド」比較的多ク充滿セリ.

裝 置ハ著シク幽微 トナ リ殆 ド皆核 ト臚胞腔 トノ間

ニ存 シ横位ノ短桿状或ハ顆粒状ヲ呈ス.加 之裝置 ノ

殆 ド消失セシ臚胞モ少カラズ.

脾剔出後60日 目ノモノ　(體 重術前710g

屠殺 時1200g)

臚胞 ノ數ハ減少 シ巨大不正形 ノモノ甚ダ多ク排列

極メテ不規則ナリ.上皮細胞ハ術後45日 目ノモノヨ

リモ一層小ニシテ核 ト共ニ著 シク扁平ナ リ.臚 胞内

ニハ濃厚「コロイド」比較的多量ニ充滿 セリ.

Golgi氏 裝置ハ術後45日 目ノモノヨリモ更 ニ幽微

トナ リ全ク消失セルモノ甚ダ多 ク殘存セルモノハ殆

ド全部核 ト臚胞腔 トノ間 ニ存在 シ横位ノ短桿状又ハ

點状ヲ呈セ リ.

第5章　 總括的考按及ビ結論

家鷄 ニ於テ脾臟 ヲ剔出スレバ甲状腺 ハ先ヅ(術 後5日-15日 迄)組 織的 ニ機能亢進 ノ微 ヲ示

スモノニシテ臚胞 ノ大サ及 ビ數ハ異常ナキモ「コロイド」質ハ稀薄 トナ リ大空胞ヲ有 シ,上 皮細

胞ハ肥大 シ且其數ハ增加 シ短柱状乃至骰子状 トナル.其Golgi氏 裝置ハ發育 シ術後5日 目ニ於

テハ多數 ノモノハ尚 ホ核 ト臚胞腔 トノ間ニ存スルモ10日 乃至15日 目ノモノニ於テハ核 ノ側方

又ハ細胞 ノ基底部ニ存 スルモノ次第 ニ增加 セルヲ見ル.術 後30日 目ニハ甲状腺 ノ大部ハ尚ホ

機能亢進ノ状ヲ示スモ一部ハ稍々退化ノ状ヲ呈 スルニ至ル.

術後45日 乃至60日 目ニハ甲状腺ハ組織的ニ機能減退 ノ状 ヲ顯 ス.即 チ臚胞 ノ大サ著 シク不

同 トナ リ「コロイド」質中ニ一大空胞 ヲ有 セルモノアルモ一般ニ同質ハ稍々濃厚 トナ リ.上 皮細

胞ハ小ニシテ扁平 トナル.其Golgi氏 裝置ハ著 シク幽微 トナリ多クハ核 ト臚胞腔 トノ間ニ存在

ス.而 シテ網状ヲ呈スルモノナキニアラズ ト雖モ構造大 ニ簡單 トナ リ或ハ單ニ横位 ノ短桿状 ト

ナ リ或 ハ只點状 ヲ呈セルヲ見ル.加 之裝置ノ殆 ド消失セル臚胞モ多數存在セリ.是 ヲ以テ觀 レ

バ脾臟剔出後先ヅ甲状腺ノ機能ハ亢進スルモ術後30日 目頃 ヨリ却テ漸次低下 シ而モ日ヲ經ル

ニ從 ヒテ其度ハ益々顯著 トナルモノ トス.

今此甲状腺機能亢進及 ビ低下ノ原因ヲ諸家ノ血液新陳代謝方面 ト余等 ノ實驗 ニ於ケル組識像

トニ對照 シ考察 スルニ脾臟 ヲ剔出スレバ其甲状腺 ニ對 スル頡頏的作用ハ消失スルガ故ニ甲状腺

ノ機能ハ亢進 スルモノナルモ脾ニ對 スル甲状腺ノ頡頏作用モ不要 トナルヲ以テ後 ニハ甲状腺ハ

此意味 ニ於テ漸次退化 シ其機能モ低下 スルニ至 ルモノ ト信ズ.

要スル ニ家鷄 ニ於テ脾臟ヲ剔出スレバ甲状腺 ハ組織 學的ニ先ヅ機能亢進ノ状ヲ呈シ後 ニハ其

低下ヲ示スモノナ リ.
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附 圖 読 明

Fig. 1. 正 常 甲 状 腺

「ヘ マ トキ シ リ ン.エ オ ジ ン」染 色

Fig. 2. 剔 脾 後15日 ノ甲 状腺

「ヘ マ トキ シ リ ン.エ オ ジ ン」染 色

Fig. 3. 剔 脾後30日 ノ甲状腺

「ヘマトキシリン.エ オジン」染色

Fig. 4. 剔 脾 後45日 ノ甲 状 腺

「ヘ マ トキシ リン.エ オ ジ ン」染 色

Fig. 5. 剔 脾 後60日 ノ甲 状 腺

「ヘ マ トキ シ リ ン .エ オ ジ ン」染 色

Fig. 6. 正 常 甲 状 腺Golgi氏 裝 置

Fig. 7. 剔脾後5日 甲状腺Golgi氏 裝置

Fig. 8. 剔 脾 後10日 甲 状 腺Golgi氏 裝 置

Fig. 9. 剔 脾 後15日 甲 状 腺Golgi氏 裝 置

Fig. 10. 剔脾 後30日 甲状腺Golgi氏 裝置

Fig. 11. 剔 脾後45日 甲状腺Golgi氏 裝 置

Fig. 12. 剔 脾後60日 甲状腺Golgi氏 裝 置
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